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阿蘇郡高森町農業委員会議事録 
 

 

１、開催日時：令和２年１２月１１日（金） 

午後１時３０分から午後２時３０分 

２、開催場所：高森総合センター2 階 大会議室 

３、出席委員 

1 番 谷川 春水 2 番 髙崎 堅誌 3 番 首藤 光一 

4 番 楢木野 繁英 5 番 色見 隆夫 6 番 工藤 進二 

7 番 矢津田 勇次 8 番 岡本 房雄 9 番 三森 一男 

10 番 甲斐 正一 11 番 城井 若生 12 番 三森 伸治 

13 番 吉良山 友二 14 番 山村 珠美   

４、欠席委員：全員出席  

５、議事日程 

第１ 議事録署名委員の氏名に関する件 

第２ 農地法第１８条の規定による小作解約について【合意解約】  

第３ 農地法第３条第１項の規定による許可申請に関する件  

第４ 農地法第４条第１項の規定による許可申請に関する件  

第５ 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農地利用  

集積計画（案）の承認について 

第６ 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農地利用  

集積計画（案）の承認について【中間管理】  

第７ 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農地利用  

配分計画（案）の承認について【中間管理】  

 

６、農業委員会事務局職員  

    局長  後 藤 一 寛 

    係長  津 留 大 輔 

     係  丸 山 響 
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事 務 局 本日は、事務局長が今この時間に町議会で一般質問の答弁中でご

ざいますので、終わられてから途中で参加することになっておりま

すが、御了承をお願いいたします。代わりまして、私から本日の開

会をさせていただきます。高森町農業委員１４名中、全員御出席と

いうことで、過半数の出席を認め、総会が成立しております。  

まず、会長の挨拶の前に、憲章の読み上げをお願いいたします。

本日は楢木野委員さん、よろしくお願いします。  

４番委員  こんにちは。お世話になります。  

４番、楢木野です。農業委員会憲章のご唱和、よろしくお願いし

ます。  

１つ、農業委員会は、農業・農村の代表として、食料・農業・農

村基本計画の実現に努め、国民の期待と信頼に応えます。  

１つ、農業委員会は、食料の自給率と自給力を維持・向上させる

ため、適正な農地行政に努め、優良農地の確保と有効利用を進めま

す。 

１つ、農業委員会は、農地利用の最適化を目指し、担い手への農

地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促

進に努めます。  

１つ、農業委員会は、認定農業者や新規参入者等の意欲ある担い

手の育成・確保と経営支援を強化し、農業・農村の持続的発展に努

めます。  

１つ、農業委員会は、暮らしと経営に役立つ情報の収集・提供に

努め、活力ある農業と農村社会を目指します。  

ご唱和ありがとうございました。  

事 務 局 ありがとうございました。  

それでは、続きまして、会長ご挨拶をお願いします。  

議  長  改めまして、こんにちは。  

年の瀬も迫り、皆さんお忙しい中にお集まりいただきまして、あ

りがとうございます。  

とうとう今年ももう終わりになってまいりましたが、コロナに振

り回されて大変な１年だったと感じております。  

そんな中にあっても、私たちの活動を止めるわけにはまいりませ

んので、皆さんに頑張っていただきました。それでも、若干なりと

も活動に制約があったと思います。農業委員会総会のほうは、影響

を受けるわけにはまいりませんでしたけれども、この後にある会議

は相当影響を受けて、進捗状況にもかなりの影響を受けた１年であ

ったかなと思っております。  

今年最後の総会になりますけれども、お世話になります。よろし

くお願いいたします。  
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事 務 局 ありがとうございました。  

議事進行は、会議規則第４条の規定により、会長が議長となりま

す。 

その前に、手元に今日追加で配付した資料がございますので、そ

ちらのご確認をお願いします。  

この式次第、令和２年度第９回高森町農業委員会、横向きA４の

紙です。本日、一つ追加の議案を提出しております。第７、議第３

８号というのをお手元に配付をさせていただいております。本日、

一つ緊急ですが、漏れがございまして、追加提出ということになり

ます。よろしくお願いいたします。  

では、議長、お願いします。  

議  長  それでは、早速でございますけれども、議事に入らせていただき

ます。  

本日の「議第３３号」 

事 務 局 議第３３号、高森町農業委員会会議規則第１３条第２項の規定に

よる議事録署名委員の指名に関する件。  

本委員会の決定に附する。  

令和２年１２月１１日提出、高森町農業委員会会長 城井若生。 

議  長  はい。それでは、議事録署名委員の指名に関する件でございます

が、本日は４番の楢木野委員、５番の色見委員にお願いいたしま

す。よろしくお願いいたします。  

続きまして、「報告第１０号」  

事 務 局 報告第１０号、農地法第１８条の規定による小作解約について

【合意解約】。  

別紙のとおり本委員会に報告する。  

令和２年１２月１１日提出、高森町農業委員会会長 城井若生。 

議  長  はい。報告案件でございますので、事務局のほうから説明をいた

します。  

事 務 局 はい。それでは、事務局からの説明に入らせていただきます。  

まず、報告第１０号の農地法第１８条審議資料の整理番号１番を

ご覧ください。議案書は４ページから８ページ、補足資料が２ペー

ジになっております。  

この案件につきまして、令和元年の８月に後継者への使用貸借権

の設定による経営移譲を行っておりましたが、受け手の都合によ

り、合意解約を行うということで報告が上がっております。  

今後の合意解約後の農地の管理などについてです。議案書６ペー

ジの下の２筆及び７ページの上の２筆の計４筆は、この後の議第３

４号、農地法第３条申請にて売買の申請が出ております。残った解

約した土地につきましては、現在、借り手を探しているとのことで
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す。 

続きまして、整理番号、次は２番と４番、３番と５番がそれぞれ

一連の案件になります。議案書は９ページ、補足資料は３ページか

ら４ページです。  

それぞれ中間管理機構を介した使用賃貸借権の設定を行っており

ましたが、出し手の都合により、農地を別の方に売却するというこ

とで報告が上がっております。申請地は、先ほどの案件と同じよう

に、この後の農地法第３条申請にて売買の申請が上がっておりま

す。 

事務局からの説明は、以上です。  

議  長  はい。この報告について、何か御意見ございますか。  

(複数委員) ありません。  

議  長  はい。ないということでございますので、報告のとおりとさせて

いただきます。  

続きまして、「議第３４号」 

事 務 局 議第３４号、農地法第３条第１項の規定による許可申請に関する

件。 

別紙のとおり本委員会の決定に附する。  

令和２年１２月１１日提出、高森町農業委員会会長 城井若生。 

議  長  はい。これは私の地元でございますので、私のほうから説明をさ

せていただきます。  

資料は１１ページになります。内容につきましては、右のほうに

事細かく書いてございます。それから、補足資料等は１０ページを

見ていただければ分かるかと思います。よろしくお願いします。  

事務局より補足をしていただきます。  

事 務 局 事務局から補足をさせていただきます。  

先ほどの報告第１０号の整理番号１番、合意解約の報告に関連し

た案件になります。議案書が１１ページで、補足資料は６ページと

１０ページになっております。  

４筆の農地法３条の許可申請になっております。申請書及び全部

事項証明書などに記載の情報から、農地法第３条の許可要件のう

ち、農作業常時従事要件、下限面積要件、地域との調和要件などの

要件を満たしております。以上のことから、総合的に見て、本許可

申請については許可相当と判断しております。  

議  長  はい。補足していただきましたが、少し付け加えます。１１月３

０日に現地立ち合いを私がさせていただきましたときに、今まで作

っていた方が買い取るというような形で、きちっと畑は畑なりに、

牧場は牧場なりに管理がなされていたということを付け加えさせて

いただきます。以上です。  
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何か御意見ございますか。  

(複数委員) ありません。  

議  長  はい。ないということでございますので、承認をいたします。  

続きまして、番号２、３につきましては、関連性がありますの

で、工藤委員さんから併せて説明を求めたいと思います。よろしく

お願いいたします。  

６番委員  議第３４号、農地法第３条審議資料、１２ページをご覧くださ

い。補足資料は３ページと４ページになります。  

説明といたしまして、２番及び３番は同一案件のため、併せて説

明します。  

譲渡人、譲受人は、先のとおりです。申請地は農振農用地区域内

の農地が計３筆です。譲渡人は高齢で、町外に住んでおり、今後の

権利異動が複雑になる前に農地を売買したいという農地法第３条申

請になります。譲受人は、周囲の耕作地と同様に営農を行っていく

予定です。  

以上です。よろしくお願いします。  

議  長  はい。これにつきましても、補足をしていただきます。  

事 務 局 はい。農地法第３条審議資料の整理番号２番及び３番の関連案件

について、補足をさせていただきます。  

この内容も先ほどと同じように、報告第１０号、整理番号２と４

及び３と５の合意解約の報告に関連した案件になります。３筆の農

地法３条売買の許可申請です。  

申請書及び全部事項証明書などに記載の情報から、農地法第３条

の許可要件のうち、農作業常時従事要件、下限面積要件、地域との

調査要件などの要件を満たしております。  

以上のことから、総合的に見て、本許可申請については許可相当

と判断しております。  

事務局からは以上です。  

議  長  はい。ありがとうございました。  

この売買の案件につきまして、何か御意見ございますか。  

６番委員  先月の２２日に、現地確認を行っております。  

議  長  はい。ありがとうございます。  

その現状としては、耕作されているということですね。  

６番委員  はい。  

議  長  しっかり管理されているというようなことでございます。  

何か御意見ございますか。  

(複数委員) ありません。  

議  長  はい。ないということでございますので、農地法第３条の番号

２、３については、承認いたします。  
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続きまして、第３４号の番号４、これについては三森委員さん、

よろしくお願いいたします。  

９番委員  議第３４号、農地法第３条審議資料、１３ページの４番をご覧く

ださい。補足資料は、９ページと１２ページに写真が載っていま

す。 

譲受人、譲渡人は、先のとおりになっております。申請地は、農

振農用地区域内の農地が１筆です。１０年ほど前より既に相対で契

約を交わしていましたが、譲渡人の都合により、今後、売買で所有

権を手放したいという農地法第３条申請になります。譲受人は、こ

れまでも申請地でトマトを栽培しており、今後同様、営農を行って

いく予定になっておりますので、よろしくお願いいたします。  

事 務 局 それでは、整理番号４番の案件につきまして、事務局からの補足

をさせていただきます。  

議案書が１３ページで、補足資料が９ページと１２ページです。  

申請書及び全部事項証明書などに記載の情報から、農地法第３条

の許可要件のうち、農作業常時従事要件、下限面積要件、地域との

調和要件などの要件を満たしています。  

以上のことから、総合的に見て、本許可申請については許可相当

であると判断しています。  

議  長  はい。ありがとうございました。  

担当委員さん、事務局からのお話を聞いていますと、全然問題は

ないかなと感じておりますけれども、いかがでしょうか。大丈夫で

すか。  

(複数委員) はい。  

議  長  はい。ということでありますので、許可といたします。  

ありがとうございました。  

続きまして、「議第３５号」  

事 務 局 議第３５号、農地法第４条第１項の規定による許可申請に関する

件。 

別紙のとおり本委員会の決定に附する。  

令和２年１２月１１日提出、高森町農業委員会会長 城井若生。  

議  長  はい。第４条の審議になりますが、委員さんの中にも関係者がい

らっしゃいますし、私もそのうちの一人ですが、関係案件の場合は

中座していただきたいと思いますので、そのときはよろしくお願い

いたします。  

それでは、番号１につきましては、吉良山委員さん。  

13 番委員  議第３５号、農地法第４号審議資料。１５ページの案件です。  

補足資料については、１４ページに記載されております。  

この案件は、私の地元でございます。申請地、申請者等は先のと
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おりです。申請地の周辺は、北側及び西側の山林が広がり、有害鳥

獣の被害が多く、耕作に適していないため、山林に転用したいとい

う農地法第４条の申請になりますので、慎重に御審議をよろしくお

願いしたいと思います。以上です。  

議  長  補足をお願いいたします。  

事 務 局 では、補足をさせていただきます。  

今回、１筆の農地法４条、農地転用申請になります。また、この

案件は既に一部が植林されており、一部追認の案件になっておりま

す。申請書には、事業計画書、資金計画書、位置図、見取図、配水

計画図などが添付されており、その内容から一般基準について、事

務局は資力及び信用、申請に係る用途に遅滞なく供することの確実

性、計画面積の妥当性、周囲の農地などに係る営農条件への支障の

有無について、適当または確実であるというふうに判断していま

す。 

申請地は、今年度の５月に農振農用地の除外の申請が出ており、

１１月に許可が下りております。また、農業公共投資の対象になっ

ていない小集団の生産性の低い農地であり、農地の区分が第２種農

地であることから、立地基準についても問題ないというふうに判断

しております。  

以上のことから、総合的に見て、本許可申請については許可相当

であると判断しています。以上です。  

議  長  はい。ありがとうございました。  

これは、この前、１１月に農振地除外が完了した案件でございま

して、今年の５月の協議会において、日照など、数々の点を協議

し、除外は妥当であるということで上にあげましたが、無事に農振

地からの除外が認められたということで今回転用の方の申請が上が

っております。よろしゅうございますか。  

(複数委員) はい。  

議  長  はい。それでは、番号１については、許可をいたします。  

番号２については、農業委員さんの関係案件でございますので、

退席をしていただきたいと思います。  

 (関係委員 退席) 

議  長  はい。それでは、番号２については、首藤委員さん、よろしくお

願いいたします。  

３番委員  よろしくお願いします。  

同じく１５ページ、議第３５号、農地法第４条審議資料、番号２

です。  

申請地、申請者等は、先のとおりです。申請地は、周囲を山林に

囲まれ、日当たり悪く、有害鳥獣の被害も多い耕作不適格地である
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ため、山林に転用したいという農地法４条申請になります。  

よろしくお願いいたします。  

議  長  はい。これについても、事務局のほうから補足がございます。  

事 務 局 はい。先ほどの整理番号２番の案件につきまして、補足をさせて

いただきます。  

今回も１筆の農地法第４条、農地転用申請になります。申請書に

は、事業計画書、資金計画書、位置図、見取図、配水計画図などが

添付されており、その内容から一般基準について事務局は、資力及

び信用、申請に係る用途に遅滞なく供することの確実性、計画面積

の妥当性、周辺の農地などに係る営農条件への支障の有無につい

て、適当または確実であると判断しています。  

申請地は、令和２年５月の農振協議会にて農振農用地除外の申請

がしてあり、１１月に許可が下りております。また、農業公共投資

の対象になっていない小集団の生産性の低い農地であり、農地の区

分が第２種農地であることから、立地基準についても問題ないと判

断しています。  

以上のことから、総合的に見て、本許可申請については許可相当

であるというふうに判断しています。補足は以上です。  

議  長  はい。ありがとうございました。  

私もこの辺りをたまに通りますが、この写真を見て貰うと分かる

ように、山の中でとても厳しい条件のところにあるというふうに思

っております。  

いかがでございますか。何か御意見ございますか。  

(複数委員) ありません。  

議  長  はい。ないということでございますので、２番につきましても許

可といたします。 

続きまして、番号３番も農業委員さんの案件でございますので、

席を立っていただきたいと思います。  

 (関係委員 退席) 

議  長  それでは、番号３につきましては、私のほうから説明をさせてい

ただきます。  

審議資料といたしましては、今の１５ページの３番になりまし

て、要件につきましては、申請地、申請者等は先のとおりです。申

請地の周辺は南側と西側に山林が広がり、日当たりが悪いほか、有

害鳥獣の被害も多く、耕作に向かないため、数年前に植林をしてお

り、追認となる農地法第４条申請でございまして、こちらの補足資

料は１６ページのとおりとなっております。よろしくお願いいたし

ます。  

補足をよろしくお願いします。  
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事 務 局 はい。それでは、議案書１５ページ、整理番号３番の案件につい

て補足させていただきます。  

補足資料は１６ページに航空写真、１８ページに現況写真が付い

ております。  

申請者には、事業計画書、位置図、見取図、配水計画図などが添

付されており、その内容から一般基準について事務局は、資力及び

信用、申請に係る用途に遅滞なく供することの確実性、計画面積の

妥当性、周辺の農地などに係る営農条件への支障の有無について、

適当または確実であると判断しております。  

申請地は、農業公共投資の対象になっていない小集団の生産性の

低い農地であり、農地の区分が第２種農地であることから、立地基

準についても問題ないと判断しております。また、始末書も提出し

ていただいております。  

以上のことから、総合的に見て、本許可申請については許可相当

であるというふうに判断しております。  

事務局からの補足は、以上です。  

議  長  はい。ありがとうございました。  

以上のようなことで申請が上がっておりますが、何か御意見ござ

いますか。  

(複数委員) ありません。  

議  長  はい。ないということでございますので、この３番につきまして

も許可といたします。 

続きましては、私の関連案件でございますので、中座をさせてい

ただきます。よろしくお願いします。  

 (会長 退席) 

事 務 局 会長の関連案件でございまして、ここは副会長に議事の進行をお

願いいたします。 

副 議 長 引き続き、今の案件に対して、議第３５号、農地法第４条審議資

料により、担当委員の説明を求めます。  

10 番委員  １５ページの議第３５号、農地法第４条審議資料、４番をご覧く

ださい。補足資料は１７、１８ページです。  

それでは、転用理由を申し上げます、申請者等は下記のとおりで

す。申請地の周辺は、西・東側に山林があり、斜面地及び有害鳥獣

の被害により、耕作が困難な土地のため、北側の土地と併せて植林

を行う農地法４条申請でございます。  

よろしくお願いいたします。  

副 議 長 では、皆さん、審議をお願いします。その前に事務局からの補足

をお願いします。  

事 務 局 はい。それでは、事務局からの補足をさせていただきます。  
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議案書１５ページ、補足資料が１７ページから１８ページになり

ます。  

申請書には、事業計画書、資金計画書、位置図、見取図、配水計

画図などが添付されており、その内容から一般基準について事務局

は、資力及び信用、申請に係る用途に遅滞なく供することの確実

性、計画面積の妥当性、周辺の農地などに係る営農条件への支障の

有無について、適当または確実であると判断しています。  

申請地は、令和２年５月に農振協議会にて農振農用地除外の申請

が出ており、１１月に許可が下りております。また、農業公共投資

の対象になっていない小集団の生産性の低い農地であり、農地の区

分が第２種農地であることから、立地基準についても問題ないと判

断しております。  

以上のことから、総合的に見て、本許可申請については許可相当

であるというふうに判断しております。  

補足は以上です。  

副 議 長 では、何か御意見はございませんか。  

(複数委員) ありません。  

副 議 長 よろしいですか。  

(複数委員) はい。  

副 議 長 はい。では、案件のとおり許可といたします。 

事 務 局 はい。ありがとうございました。  

議  長  ありがとうございました。  

続きまして、「議第３６号」  

事 務 局 議第３６号、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定によ

る農地利用集積計画(案)の承認について。 

別紙のとおり本委員会の決定に附する。  

令和２年１２月１１日提出、高森町農業委員会会長 城井若生。  

議  長  はい。基盤強化促進法に附する案件でございますので、事務局の

ほうから説明をいただきたいと思います。  

事 務 局 はい。それでは、事務局からの説明をさせていただきます。  

基盤法につきまして、かなり量がありますので、このまましばら

く私の方から説明させていただきます。  

まず初めに、議案書１７ページ、補足資料は２０ページになりま

す。整理番号１番の案件につきまして、賃貸借件設定の再設定の申

請になります。利用は以前と同様、水稲の栽培を行い、契約期間及

び支払小作料等は同様となっております。  

次に、議案書１８ページ、補足資料は２１ページです。整理番号

２番の案件につきまして、賃貸借権と使用貸借権の再設定の申請に

なります。畑を賃貸借権、原野を使用貸借権の再設定を行い、飼料
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作物の栽培及び採草地としての利用を行うとのことです。  

続きまして、議案書は１９ページから２４ページ、補足資料は２

３ページから３３ページ、また４０ページから４２ページになりま

す。整理番号４番の案件につきまして、整理番号４番から１５番の

案件につきましては、借受人が同一のため、一つの関連案件として

説明させていただきます。４番、５番及び１５番は賃貸借権及び使

用貸借権の再設定の案件です。そのほかについては、これまで相対

で契約し耕作を行っていたものの、相対契約では国の交付金の対象

とならないため、現状に即した形で許可を受けようとする賃貸借権

の設定になっております。今までの契約が相対であり、農地台帳上

の利用権設定の記録がないため、新規設定での申請となっておりま

す。現在は既に申請地で耕作を行っており、今後も引き続き、樹芸

作物を栽培する予定です。  

大変申し訳ありません。この案件とその後続く２件の案件につき

ましては、補足資料の現地写真が数枚ほど撮れていない箇所があり

ますが、聴取にて全て同じように樹芸作物の栽培がされているとい

うことは確認しております。  

続きまして、整理番号は１６から２７の案件は、これもまた借受

人が同一になっておりますので、一連の案件として御説明させてい

ただきます。議案書が２４ページから２７ページ、補足資料が３４

から３８、また４３から４７ページです。この方についても、これ

まで相対で契約し、耕作を行っていたものの、相対契約では国の交

付金の対象とならないため、現状に即した形で許可を受けようとす

る賃貸借権の設定になります。今までの契約が相対であり、農地台

帳上の利用権設定の記録がなかったため、新規設定での申請となり

ます。現在は、既に申請地で耕作を行っており、今後も引き続き樹

芸作物を栽培する予定です。  

続きまして、整理番号は２８から３０の案件もまた、借受人が同

一になっておりますので、一連の案件として御説明させていただき

ます。議案書は２７ページから２８ページ、補足資料が３９ページ

と４７ページから４９ページになります。これまで相対で契約し耕

作を行っていたものの、相対契約では国の交付金の対象とならない

ため、現状に即した形で許可を受けようとする賃貸借権の設定にな

ります。今までの契約が相対であり、農地台帳上の利用権設定の記

録がなかったため、新規設定での申請となっております。ここも現

在は既に申請地で耕作が行われており、今後も引き続き樹芸作物を

栽培する予定です。  

事務局からの説明は、以上になります。  

議  長  はい。ありがとうございました。 
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何ら、その内容としては変わらないと。ただ、きちっと整理をし

ておかないと、国からの補助金の対象にならないということから、

こういった相対を離れて、明確な契約に結び変えるというふうに理

解をしていいかなと思いますが。  

事 務 局 ３つの案件は、今まで口頭契約というところで、以前から貸し借

りの関係はございました。それを今回、総会に諮り、正しい手順を

踏んだ契約に切り替える内容です。そのきっかけが今回、コロナ関

連での国の交付金、時期作作物の支援金というようなところの給付

を受けるためには、正式な契約を結んでいる必要があるということ

で、３人の借受人が今回、口頭契約から正式契約に結びなおしたい

というところになります。以上です。  

議  長  はい。ありがとうございました。  

今説明があったとおりでございますが、何か御意見ございます

か。ありませんか。  

(複数委員) はい。  

議  長  はい。ないということでございますので、このとおりに決定をい

たします。  

続きまして、「議第３７号」  

事 務 局 議第３７号、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定によ

る農地利用集積計画(案)の承認について【中間管理】。 

別紙のとおり本委員会の決定に附する。  

令和２年１２月１１日提出、高森町農業委員会会長 城井若生。  

議  長  はい。これも基盤強化促進法に関することでございますので、事

務局のほうから説明をいたします。よろしくお願いします。  

事 務 局 ２９ページからの説明を申し上げます。  

まず、３０ページ、番号１につきましては、補足資料が５２ペー

ジと５３ページになります。補足資料の５１ページの航空写真は、

今回、議案に上がっていないものとなりますので、そちらは飛ばし

ていただいて、５２ページと５３ページになります。  

土地の所有者、利用権を設定する者の土地の所有者はお亡くなり

になられておりまして、その相続権のある方が設定者となります。

設定を受ける者は、農地バンクとなります。農地バンクを介して土

地の貸し借りを行うという案件になります。利用権を設定する土地

は、こちらに掲載しています３筆分の田となります。契約期間は令

和３年２月１日から５年間、令和８年１月末までとなっています。

支払方法、小作料、作物は、記載のとおりでございます。番号１に

つきましては、以上です。  

もう関連ですので、全部いきます。  

番号２番、賃貸借権設定、補足資料は５４ページになります。こ



 14 

ちらも同じく、農業公社を通しての農地バンク案件となります。畑

１筆の５年契約、令和３年２月１日から令和８年１月末までの５年

計画です。支払方法、小作料、作物は、記載のとおりとなります。

こちらは１筆当たりの金額となっています。  

続きまして、番号３、使用貸借権設定です。利用権を設定する者

はご覧のとおりです。利用権の設定を受ける者は農地バンクです。

田んぼ１筆の５年契約になります。令和３年２月１日から令和８年

１月末までです。使用貸借ですので、金銭は発生いたしません。作

物はご覧のとおりです。  

続きまして、番号４、賃貸借権設定です。利用権を設定する者は

ご覧のとおりです。相手方は、受ける者は農地バンクです。田１

筆、５年間の賃貸借権の設定です。支払方法、小作料、作物につき

ましては、ご覧のとおりです。補足資料は５６ページになります。  

次に、３１ページをお開きください。  

番号５、賃貸借権の設定です。利用権を設定する者はご覧のとお

りです。設定を受ける者は農地バンクです。畑１筆、５年契約の賃

貸借権設定です。令和３年２月１日から令和８年１２月末までで

す。これは物納となっております。補足資料は５７ページ、位置関

係はこのようになっています。  

番号６番、賃貸借権設定です。利用権を設定する者、受ける者

は、ご覧のとおりです。畑１筆、１０年契約となっています。支払

方法、小作料、作物は、ご覧のとおりとなります。  

ここの６番までが次の議第３８号でまた御説明しますが、農事組

合法人が借り受けるという計画になっています。  

最後に、番号７の賃貸借権設定です。農地を借り受ける者、利用

権を設定する者は、ご覧のとおりとなっています。こちらも農地バ

ンクの借受案件となります。全部で９筆の賃貸借権設定です。１０

年契約で、令和３年２月１日から令和１３年１月３１日までの契約

となっています。支払方法、小作料、作物につきましては、ご覧の

とおりとなります。位置関係は、補足資料の５９ページから６１ペ

ージまでに掲載をしています。色見の農地になります。町民体育館

の近辺となります。６２ページからは、そこの現況の確認写真を掲

示しております。今までも相対での契約をされていた農地ばかりで

ございますので、既に適正な農地利用がなされております。  

この番号７番につきましては、これは更新案件にはなります。今

までは相対での正式な契約を結んでいましたが、今回、更新をする

にあたって、農地バンクを利用していただいた案件になります。  

事務局からの説明は、以上です。  

議  長  はい。ありがとうございました。  
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先ほどから、農地バンク利用の案件というのが度々出てきますの

で、良いことかなと思っておりますけれども、少し気になったとこ

ろがあります。７番について、樹芸作物、飼料作物と書いてありま

すが、現在、これらが栽培されているということですか。 

事 務 局 はい、番号７番につきましては、今までも相対での正式な契約で

農地の貸し借りが継続されていましたので、既に樹芸作物は苗木が

植えられ、飼料作物は牧草が既に耕作されているという現状です。  

議  長  これは補足資料を見ると、持ち主さんから農業公社に行って、公

社から借り手に行くということでいいですか。 

事 務 局 はい、持ち主から公社、公社から借受人、という形になります。  

議  長  樹芸や飼料作物と書かれているのは、借受人が既に今作っている

ということでしょうか。 

事 務 局 そうです。既に作っています。金銭のやり取りを、間に農地バン

クが入ることで、手間がかからなくなるといったメリット等を踏ま

えて今回農地バンクでの契約に切り替えることになっています。  

議  長  栽培物が飼料作物になっていますが、これは大丈夫かなと思っ

て。牧草が必要な方が樹芸の方とは別に借りているということでし

ょうか。  

事 務 局 そうです。  

議  長  分かりました。ということだそうです、よろしくお願いします。  

今説明がございましたけれども、何か御不審な点とか、御質問と

かございませんか。  

(複数委員) ありません。  

議  長  はい。ないということでございますので、このとおりとさせてい

ただきます。  

続きまして、先ほど冒頭に話がございました追加の案件をこれか

ら行きたいと思います。  

「議第３８号」 

事 務 局 議第３８号、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定によ

る農地利用配分計画(案)の承認について【中間管理】。 

別紙のとおり本委員会の決定に附する。  

令和２年１２月１１日提出、高森町農業委員会会長 城井若生。  

議  長  はい。これも先ほどからやっております基盤促進法の案件でござ

います。事務局のほうから説明をいたします。よろしくお願いしま

す。 

事 務 局 はい。本日お配りしました追加議案の議第３８号をご覧くださ

い。１ページ、２ページ、両面刷りになっています。  

こちらは先ほど議第３７号で説明をいたしました農地バンクを利

用した農地の貸し借り、先ほどの議第３７号は農地バンクが預かる
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集積計画 (案 )で、今度の３８号は農地バンクが借り受けた農地を誰

に貸すのかという配分計画の案となります。  

農地の筆につきましては、先ほどの議第３７号の筆と同様の筆に

なっています。その農地を公社から借り受ける側の案件になりま

す。 

１ページ目の整理番号１３８の５４から、裏面の１４４の６０ま

では、農事組合法人が一括して借り上げるという計画になっていま

す。この農事組合法人は、農地利集積計画があります。その集積計

画に基づきまして利用権の設定の条件が整った農地を次々とこのよ

うに借り受けて、規模拡大をしていくというような計画になってい

ます。  

今後も、この農事組合法人が条件の整った地域の農地を次々と借

り上げて、農地の集積・集約を行うというような計画になっていま

す。その農地の集積には、この農地バンクを利用するというところ

が必須となっていますので、今回の分配計画となっています。  

もう一つの２ページ裏面の１４５－６１番から１４６－６２番、

１４７－６３番、この３つの案件については、先ほどの議第３７号

の７番の農地の関連案件です。１名が所有している農地を３名の方

に分配して配分するという計画になります。先ほどからの説明のと

おりに、牧草畑であったり、樹芸地であったり、野菜を作る畑であ

ったりという利用の仕方で分配をするということになります。  

事務局からの説明は、以上です。  

議  長  はい。ありがとうございました。  

条件の整ったところから、随時、法人は請け負っていくというよ

うな形を取られておるというようなことでございます。また、その

ほかは牛を飼う人、野菜を作る人、樹芸を行う人での３分割になる

とのことです。何ら問題はないと私は思いますが、何かございます

か。 

(複数委員) ありません。  

議  長  はい。それでは、このとおりに決定をさせていただきたいと思い

ます。  

それでは、長時間、ありがとうございました。  

これをもちまして、本日の議案の審議は終わります。  

お疲れ様でした。（録音終了）  

  

  

 


